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議題

1：高島吉太郎様（青風荘入所者様）の処遇について
2：村田　昭一様（青明舎利用者様）の処遇について

3：袴田　淑子様（青山荘入所者様）の処遇について

1：高島吉太郎様（青風荘入所者様）の処遇について

　病名：統合失調症　　　合併症：なし

＜問題点＞

1 生活・身体レベルの維持

介入方法→・身の回りのことで出来ることは見守りを継続し、必要な部分については介助を行う。尿失禁の頻度についてはこれから様子を確認し、随時対応方法を検討する。身体的な機能の低下を予防する為、健康プログラムでの予防体操等を継続して実施する。

2 転倒・転落の予防

介入方法→・歩行時のふらつきや居眠り多く、転倒や転落の危険性が高い。骨折等の怪我に繋がらないよう移動時や日中の活動時にはデイナイトケアとも連携し側で付き添い見守る。

評価

歩行時や移動時に転倒・転落に繋がらないよう今後も側で付き添い、見守りしていく。（歩行時のフラツキは背中の変形が関係している可能性も考えられる）今後も機能低下を防ぐ為、施設で行なっている予防体操を継続していく。

2：村田　昭一様（青明舎利用者様）の処遇について

　病名：統合失調症　　　合併症：脂肪肝・高血圧

＜問題点＞

①高血圧について

介入方法→各関係機関（外来・ナイトケア・青明舎）で情報の共有し本人に高血圧症である自覚を持つことができるようにする。

　　　　　

外来

・血圧の測定・主治医からの助言

ナイトケア

・プログラム（疾病教室・料理教室）による高血圧症について本人に自覚を持ってもらうように促す。

・個人面談

世話人

・グル－プホ－ムでの食事状況の確認（塩分の摂取含めて）必要に応じて助言を行う。

・訪問時に血圧測定を促す

青明舎

・訪問時、生活状況と服薬の確認

・本人の不調時に訪問、状況の確認を行う。

1 現在の就労の継続

介入方法→困ったこと、相談等について本人から相談に来るに事が殆どない為、相談しやすい環境を整える。

　　　　　

ナイトケア

・定期的な個人面談

　　

訪問看護による支援（青明舎・世話人）

・就労状況、生活状況の確認

　　・ストレスなどを抱えている場合にはストレス発散方法のアドバイスを行う。

評価

高血圧症が一番に挙げてあるが高血圧症については薬が処方され、現在は安定している

為、問題点のポイントはこれまでの経過のシ－トにある（自室から出ずに生活している・食後の食器がそのまま置いてある・醤油もボトルのまま置いてある等）、共有場所を利用しないで生活している点が問題ではないのか。世話人からの情報収集により問題点がみえてくるのではないか。情報を共有し、問題点の中身やプラン見直して来週、再検討する事。また、今の状況では関わりが薄いことから金曜日が外来受診になっている為、金曜日に世話人が訪問できるようなシフトの調整や夕方、世話人が会える状況を確保する必要がある。

3：袴田　淑子様（青山荘入所者様）の処遇について

　病名：統合失調症　　　合併症：なし

＜問題点＞

①服薬について

介入方法→・薬は事務室管理として薬を受け取りに来てもらい、薬を受け取り来ない場合は声かけを行い忘薬を未然に防ぐ。

・薬を事務室管理とすることで本人に薬に対する意識づけを図る。

②退所後の住まいの場について

　介入方法→・長期外泊訓練を実施し、姉と一緒に長期間生活を送ることで本人の退所についての意向（自宅で暮らしたいという希望）が変化するか、また、青山荘・姉様の支援により自宅での生活がどこまで可能なのか見極める。

　　　　　　・長期外泊訓練後、本人・家族と再度面談し、評価・再検討する。

評価

服薬に関しては事務室管理として本人に意識付けしていく。退所まで後、2ヶ月をきっており、本人様は姉宅に帰りたいと希望（9月の処遇会議時点では青風荘入所を希望していた）している為、施設入所の必要性を本人様に意識づけする必要がある。また、ご家族が直接本人を説得することが先決であり、スタッフが後押しする方向ですすめた方が良策ではないか。

